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一

住
ま
い
の
変
容
と
伝
統
儀
礼

―
沖
縄
県
小
浜
島
の
ヒ
ン
プ
ン
を
中
心
に
―

森　
　
　

隆　

男

は
じ
め
に

　

住
ま
い
が
創
出
す
る
景
観
は
、
伝
統
的
な
住
ま
い
が
消
滅
す
る
に
と
も
な
い

大
き
く
変
容
し
た
。
沖
縄
県
国
頭
村
安
波
は
茅
葺
民
家
の
集
落
景
観
が
最
も
良

好
に
残
存
し
て
い
た
が
、
こ
の
二
〇
年
間
に
ほ
と
ん
ど
の
茅
葺
民
家
が
消
滅
し

た
。
そ
し
て
住
ま
い
そ
の
も
の
も
外
観
が
変
容
し
、
南
西
諸
島
の
住
ま
い
の
特

色
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ヒ
ン
プ
ン
も
消
滅
し
た（

1
）。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
沖
縄
地
方

だ
け
で
な
く
宮
古
地
方
で
も
同
様
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
八
重
山
地
方
の
西
表
島

の
干
立
や
祖
納
、
鳩
間
島
、
小
浜
島
で
は
、
ヒ
ン
プ
ン
が
今
な
お
比
較
的
濃
厚

に
残
存
し
て
い
る（

2
）。

ヒ
ン
プ
ン
と
は
中
国
語
の
屏
風
（
ひ
ん
ぷ
ん
）
に
起
源
を

も
ち
、
一
般
的
に
は
門
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
魔
よ
け
と
目
隠
し
の
た
め
に
設
置

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る（

3
）。

　

私
が
調
査
を
実
施
し
た
小
浜
島
で
は
、
近
年
新
築
さ
れ
た
住
ま
い
で
も
ヒ
ン

プ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
石
垣
や
ヒ
ン
プ
ン
な
ど
が
創
出
す
る
集
落

の
景
観
が
、「
沖
縄
百
景
」
に
も
選
ば
れ
た
。
し
か
し
変
容
の
視
点
で
ヒ
ン
プ

ン
の
機
能
や
集
落
の
景
観
を
検
討
す
る
と
、
別
の
解
釈
も
可
能
に
な
る
。

　

本
稿
で
は
ま
ず
小
浜
島
と
沖
縄
本
島
に
お
け
る
ヒ
ン
プ
ン
の
残
存
状
況
、
材

料
や
形
態
に
注
目
し
、
聞
き
書
き
調
査
の
成
果
に
よ
っ
て
時
系
列
に
整
理
し
て

変
容
を
検
証
す
る
。
さ
ら
に
、
小
浜
島
の
ヒ
ン
プ
ン
に
つ
い
て
、
日
常
の
暮
ら

し
に
加
え
て
年
中
行
事
・
通
過
儀
礼
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
機
能
を
も
っ
て
い

た
か
に
つ
い
て
分
析
し
、
当
地
に
濃
厚
に
残
存
す
る
背
景
を
考
察
す
る
。
あ
わ

せ
て
ヒ
ン
プ
ン
を
含
む
住
ま
い
と
集
落
の
景
観
の
変
容
に
つ
い
て
も
言
及
し
た

い
。

一　

小
浜
島
に
お
け
る
残
存
状
況

　

小
浜
島
は
石
垣
島
と
西
表
島
の
間
に
位
置
す
る
面
積
八
・
一
四
キ
ロ
平
方

メ
ー
ト
ル
、
周
囲
一
六
・
五
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
島
で
、
大う
ふ
だ
け岳
（
標
高
九
九
・
四

メ
ー
ト
ル
）
を
中
心
に
丘
陵
地
が
広
が
る
。
地
下
水
が
豊
富
な
た
め
か
つ
て
は



一
二

水
田
が
多
か
っ
た
が（

4
）、

現
在
は
ほ
と
ん
ど
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
に
な
っ
て
い
る
。
主

た
る
集
落
で
あ
る
小
浜
は
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
島
の
南
西
部
に
は
小
規
模

の
漁
村
が
あ
る
。
小
浜
集
落
に
は
南
北
方
向
に
七
本
、
東
西
方
向
に
一
〇
本
の

道
路
が
走
る
。
こ
れ
ら
の
道
路
が
作
る
集
落
形
態
が
不
整
形
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
高
橋
誠
一
は
古
い
形
態
が
残
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る（

5
）。

な
お
小
浜

島
に
は
か
つ
て
九
集
落
が
あ
っ
た
が
、
近
世
中
期
の
明
和
の
大
津
波
で
四
集
落

が
被
害
を
受
け
て
現
在
の
よ
う
に
高
台
に
集
落
を
形
成
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
島
に
は
二
〇
〇
九
年
末
現
在
、
三
〇
三
戸
、
五
三
〇
人
が
住
む
が
、
空
き

家
も
目
立
つ（

6
）。

　

今
回
調
査
の
対
象
に
し
た
小
浜
集
落
は
屋
敷
の
総
区
画
数
一
七
一
で
、
ほ
と

ん
ど
の
住
ま
い
が
南
面
し
て
い
る
。
ヒ
ン
プ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
屋
敷
は
こ

の
う
ち
の
七
二
で
、
全
体
の
四
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。
集
落
の
北
部
に
濃

厚
な
分
布
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
地
域
は
比
較
的
早
く
開
発
さ
れ
た
と
い
わ

れ
る
。
一
般
的
な
ヒ
ン
プ
ン
の
規
模
は
長
さ
約
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
・
五

写真 1　小浜の集落

写真 2　石のヒンプン
（「ちゅらさん」の舞台になった住まい）
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一
三

メ
ー
ト
ル
、
幅
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
し
か
し
Ｏ
氏
宅
の
石
製
の
ヒ
ン
プ

ン
は
長
さ
が
六
メ
ー
ト
ル
、
Ｋ
氏
宅
の
石
製
の
ヒ
ン
プ
ン
に
は
屋
根
が
あ
り
、

長
さ
が
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
が
一
・
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
の
規
模

が
あ
る
。
一
方
、
Ｎ
氏
宅
の
板
製
の
ヒ
ン
プ
ン
は
長
さ
二
・
五
メ
ー
ト
ル
で
、

軽
量
で
あ
り
地
面
に
埋
め
込
ん
で
い
な
い
た
め
移
動
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
現
在
み
ら
れ
る
ヒ
ン
プ
ン
は
、
形
態
や
規
模
が
多
様
で
あ
る
。

　

ヒ
ン
プ
ン
の
材
料
は
全
体
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
四
三
例
が
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
ブ
ロ
ッ
ク
、
九
例
が
板
、
七
例
が
低
木
の
木
や
生
垣
、
六
例
が

石
、
四
例
が
土
と
漆
喰
、
三
例
が
竹
で
あ
る
。
松
原
保
氏
（
一
九
二
四
年
生
ま

れ
）
に
よ
る
と
、
昭
和
三
〇
年
ご
ろ
ま
で
は
竹
を
編
ん
だ
も
の
が
多
か
っ
た
と

い
う
。
当
地
で
の
呼
称
で
あ
る
マ
イ
マ
ー
キ
は
、
本
来
竹
の
ヒ
ン
プ
ン
を
指

す
。
村
役
人
の
家
柄
を
も
つ
住
ま
い
で
は
、
古
く
か
ら
切
り
石
製
の
ヒ
ン
プ
ン

写真 3　重厚な石のヒンプン

写真 4　最も多いブロック製のヒンプン



一
四

を
設
置
し
て
い
た
。
墓
を
造
っ
た
残
り
の
石
を
使
用
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
サ
ン
ゴ
礁
の
石
を
切
り
出
し
て
水
牛
に
引
か
せ
て
運
ぶ
た
め
多
く
の
労
力

が
必
要
で
、
切
り
石
製
の
ヒ
ン
プ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
は
経
済
力
の
あ
る
家
だ

け
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
般
の
住
ま
い
で
は
サ
ン
ゴ
石
を
そ
の
ま
ま
積
み

上
げ
た
ヒ
ン
プ
ン
や
、
瓦
の
か
け
ら
を
土
で
固
め
さ
ら
に
漆
喰
を
塗
っ
た
ヒ
ン

プ
ン
も
み
ら
れ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
し
た
ヒ
ン
プ
ン
は

昭
和
三
〇
年
代
の
中
ご
ろ
に
登
場
し
た
。
堅
牢
で
手
軽
に
で
き
た
た
め
、
そ
の

後
の
主
流
に
な
っ
た
。
サ
ン
ゴ
石
の
ヒ
ン
プ
ン
に
は
ハ
ブ
が
潜
む
こ
と
も
多

く
、
ハ
ブ
の
被
害
を
免
れ
る
た
め
に
も
ブ
ロ
ッ
ク
製
の
ヒ
ン
プ
ン
が
普
及
し

た（
7
）。

そ
し
て
二
〇
数
年
前
か
ら
生
垣
や
板
製
の
ヒ
ン
プ
ン
が
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
つ
ま
り
当
地
の
庶
民
の
住
ま
い
は
か
つ
て
竹
で
作
っ
た
ヒ
ン
プ
ン
が

多
く
、
一
部
の
旧
家
と
資
産
家
だ
け
が
切
り
石
製
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
〇
年
代

の
中
頃
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
製
の
ヒ
ン
プ
ン
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は

六
割
を
占
め
て
い
る
。
昭
和
三
〇
年
代
は
住
ま
い
そ
の
も
の
の
材
料
に
、
コ
ン

写真 5　マイマーキ
　　　　（本来の竹のヒンプン）

写真 6　瓦を土で固めたヒンプン



住
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伝
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一
五

カ
ブ
ニ
ワ
ン
御
嶽

ブ
ロ
ッ
ク

土
・
し
っ
く
い

竹
板石生
垣

図
1
　
小
浜
集
落
の
ヒ
ン
プ
ン
の
分
布



一
六

ク
リ
ー
ト
や
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
新
建
材
が
採
用
さ
れ
始
め
た
時
代
で
も
あ
っ

た
。
平
成
に
入
り
、
生
垣
や
板
製
の
ヒ
ン
プ
ン
が
増
え
て
き
た
。
ス
イ
ジ
貝
を

取
り
付
け
た
り
、
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
を
置
く
な
ど
装
飾
的
な
要
素
が
加
わ
っ
た

の
も
こ
の
段
階
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
屋
根
と
塀
、
ヒ
ン
プ
ン
を
同
一
の
赤
瓦

を
使
用
し
て
造
っ
た
住
ま
い
も
登
場
し
て
い
る
。

　

坂
本
磐
雄
は
八
重
山
地
方
の
集
落
に
お
け
る
石
垣
や
ヒ
ン
プ
ン
な
ど
の
敷
地

囲
い
が
創
り
出
す
景
観
に
つ
い
て
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。
小
浜
集
落
に
つ
い

て
も
デ
ー
タ
を
提
示
し
な
が
ら
論
述
し
て
い
る（

8
）の

で
、
こ
こ
で
は
昭
和
四
〇
年

代
に
行
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
調
査
の
う
ち
の
ヒ
ン
プ
ン
に
関
す
る
デ
ー
タ
を

借
用
し
て
、
約
四
〇
年
間
の
変
容
を
把
握
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
材
料
別
で

は
ブ
ロ
ッ
ク
一
七
例
、
石
一
二
例
、
木
と
生
垣
一
〇
例
、
板
五
例
、
竹
三
例
の

計
四
七
例
で
あ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
数
字
の
上
で
二
五
例
増
加
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
他
の
地
域
で
は
ヒ
ン
プ
ン
が
減
少
・
消
滅
し
つ

つ
あ
る
中
で
、
こ
の
集
落
で
は
逆
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
聞
き

写真 7　板製のヒンプン

写真 8　屋根・ヒンプン・塀を同一の赤瓦で
　　　　統一した住まい（以上小浜集落）
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と
伝
統
儀
礼

一
七

書
き
で
も
確
認
で
き
、
最
近
、
新
築
さ
れ
た
住
ま
い
で
も
ヒ
ン
プ
ン
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
材
料
別
に
み
る
と
、
石
が
半
減
す
る
一
方
ブ
ロ
ッ
ク
が
二
六
例
も

増
加
し
て
い
る
。
こ
の
点
も
聞
き
書
き
で
得
ら
れ
た
丈
夫
で
安
価
な
新
建
材
が

採
用
さ
れ
た
と
い
う
情
報
と
一
致
す
る
。
さ
ら
に
板
が
五
例
か
ら
九
例
に
増
加

し
て
い
る
点
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。
板
製
の
ヒ
ン
プ
ン
は
他
の
材
料
と
異

な
り
、
必
要
に
応
じ
て
移
動
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

二　

沖
縄
本
島
に
お
け
る
残
存
状
況
と
材
料
の
変
容

　

沖
縄
本
島
で
の
主
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
に
選
ん
だ
の
は
、
名
護
市
嘉
陽
集
落
で

あ
る
。
昭
和
五
〇
年
代
に
全
集
落
に
つ
い
て
建
物
配
置
、
ヒ
ン
プ
ン
の
有
無
な

ど
が
調
査
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
図
示
し
た
デ
ー
タ
が
『
名
護
市
史　

本
編
・
一
一　

わ
が
ま
ち
・
わ
が
む
ら
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る（

9
）。

そ
れ
ら
の
集
落
の
中
で

集
村
の
形
態
を
と
り
、
当
時
、
比
較
的
多
く
の
ヒ
ン
プ
ン
が
確
認
で
き
る
の
が

嘉
陽
集
落
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
比
較
検
討
の
た
め
、
同
様
の
条
件
を
も

つ
数
久
田
集
落
と
山
入
端
集
落
に
つ
い
て
も
簡
単
な
調
査
を
実
施
し
た
。

　

嘉
陽
集
落
は
太
平
洋
に
面
し
た
砂
質
の
低
地
に
位
置
し
、
集
落
内
を
通
る
東

西
四
本
、
南
北
三
本
の
道
が
碁
盤
目
状
の
屋
敷
地
を
形
成
し
て
い
る
。
ア
ガ
リ

（
東
）
と
イ
リ
（
西
）
の
小
字
か
ら
な
り
、
ア
ジ
ヌ
ヤ
ー
や
ニ
ガ
ミ
ヤ
ー
、
ニ
ー

ブ
ガ
ミ
、
ヌ
ン
ド
ゥ
ル
チ
（
ノ
ロ
殿
内
）
な
ど
の
聖
地
は
ア
ガ
リ
に
配
置
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
南
北
三
本
の
道
は
、
旧
二
月
一
六
日
の
「
浜
下
り
」
に
使
用
さ

れ
、
一
二
月
の
「
鬼
餅
」
の
際
に
は
こ
の
道
の
出
入
り
口
に
豚
の
骨
を
十
字
型

に
し
て
吊
る
し
、
悪
霊
の
侵
入
を
防
ぐ
。
ヌ
ン
ド
ゥ
ル
チ
の
す
ぐ
東
側
を
浜
に

向
か
っ
て
通
る
ヌ
ン
ド
ゥ
ル
チ
ジ
ョ
ウ
グ
チ
は
葬
式
の
際
に
通
行
が
で
き
な
い

カ
ミ
ミ
チ
で
あ
る
。
集
落
の
北
東
に
位
置
す
る
小
山
の
山
頂
に
は
御
嶽
が
あ

り
、
こ
の
山
の
木
を
伐
採
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
浜
か
ら
約
百
メ
ー

ト
ル
の
沖
に
は
キ
ョ
ウ
と
呼
ば
れ
る
岩
場
が
あ
り
、
四
月
二
〇
日
に
行
な
わ
れ

る
ア
ブ
シ
バ
レ
ー
の
行
事
で
は
か
つ
て
ノ
ロ
が
キ
ョ
ウ
に
渡
り
、
そ
こ
か
ら
芭

蕉
で
作
っ
た
小
船
を
流
し
て
「
虫
」
を
流
し
た
と
い
う
。
集
落
の
西
方
の
山
裾

に
は
墓
地
が
広
が
る
。
戦
前
の
葬
儀
で
は
、
集
落
の
西
端
に
架
か
る
嘉
陽
橋
付

近
で
一
度
龕
を
置
い
て
シ
マ
ワ
カ
レ
を
し
、
川
を
越
え
て
墓
地
に
向
か
っ
た（

10
）。

こ
の
よ
う
に
集
落
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
空
間
に
は
多
様
な
聖
地
が
配
さ
れ
、
明

確
な
秩
序
が
創
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

前
出
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
昭
和
六
一
年
当
時
、
嘉
陽
集
落
は
世
帯
五
九
、

人
口
一
三
八
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
栽
培
が
主
産
業
の
村
で
あ
る
。
約
六
〇
の
敷
地

の
う
ち
一
九
例
の
ヒ
ン
プ
ン
（
当
地
で
は
ピ
ン
プ
ン
と
呼
ん
で
い
る
が
、
ヒ
ン

プ
ン
の
名
称
を
使
用
す
る
）
が
確
認
で
き
る（

11
）。

今
回
の
調
査
時
に
は
世
帯
が
約

四
〇
に
減
少
し
、
生
垣
一
五
例
、
板
製
二
例
、
ブ
ロ
ッ
ク
一
例
の
計
一
八
例
の

ヒ
ン
プ
ン
が
残
存
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
中
に
は
無
住
の
敷
地
も
含
ま
れ

て
お
り
、
ヒ
ン
プ
ン
に
関
わ
る
文
化
は
明
ら
か
に
衰
退
し
て
い
る
。
当
地
に
住

む
翁
長
良
一
氏
（
昭
和
二
二
年
生
ま
れ
）
と
知
念
政
光
氏
（
昭
和
二
八
年
生
ま

れ
）
に
よ
る
と
、
ヒ
ン
プ
ン
は
新
築
の
際
に
撤
去
さ
れ
て
、
再
度
設
置
さ
れ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

当
地
で
八
〇
年
間
暮
ら
し
て
き
た
比
嘉
小
夜
子
氏
（
昭
和
三
年
生
ま
れ
）
は

ヒ
ン
プ
ン
の
変
容
を
み
て
き
た
一
人
で
あ
る
。
昭
和
一
〇
年
ご
ろ
に
は
ほ
と
ん



一
八

ど
の
住
ま
い
に
ヒ
ン
プ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
材
料
は
竹
で
、
そ
れ
ら
を
編

ん
で
縦
に
立
て
て
目
隠
し
に
し
た
と
い
う
。
戦
後
は
竹
製
の
ヒ
ン
プ
ン
を
作
る

職
人
が
い
な
く
な
り
、
昭
和
二
〇
年
代
に
急
減
し
た
。
残
っ
た
ヒ
ン
プ
ン
も
数

本
の
低
木
を
生
垣
に
す
る
形
態
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
当
集
落
で
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
製
の
ヒ
ン
プ
ン
は
普
及
し
な
か
っ
た
。
な
お
、「
浜
屋
敷
」

の
屋
号
を
も
つ
旧
家
に
は
、
生
垣
の
ヒ
ン
プ
ン
の
根
元
に
、
長
さ
一
四
三
セ
ン

チ
、
高
さ
一
七
セ
ン
チ
、
幅
一
四
セ
ン
チ
の
サ
ン
ゴ
石
で
作
っ
た
ヒ
ン
プ
ン
の

一
部
が
残
っ
て
い
る
。
銘
か
ら
大
正
二
年
に
設
け
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
切
石

製
の
塀
も
残
っ
て
お
り
、
そ
の
開
口
部
か
ら
判
断
す
る
と
長
さ
は
少
な
く
と
も

三
メ
ー
ト
ル
程
度
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
事
例
は
旧
家
で
は
か
つ
て
サ

ン
ゴ
の
切
り
石
で
作
っ
た
ヒ
ン
プ
ン
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
の
ち
に
生
垣
に
変
容
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

数
久
田
集
落
は
、
名
護
湾
に
面
し
た
低
地
に
碁
盤
目
状
に
形
成
さ
れ
、
昭
和

六
二
年
の
調
査
時
に
世
帯
数
二
七
八
、
人
口
一
〇
七
五
の
比
較
的
大
き
な
集
落

写真 9　ヒンプンの名残りを伝える生垣
　　　　（嘉陽集落）

写真10　物干しに利用されるヒンプン
　　　　（数久田集落）



住
ま
い
の
変
容
と
伝
統
儀
礼

一
九

で
あ
る
。
当
時
少
な
く
と
も
一
三
例
の
ヒ
ン
プ
ン
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
書
か

ら
わ
か
る（

12
）が

、
今
回
は
八
例
を
確
認
し
た
の
み
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
七
例
は
ブ

ロ
ッ
ク
製
で
、
一
例
が
生
垣
で
あ
っ
た
。
ヒ
チ
ャ
ー
ク
ヤ
ー
の
屋
号
を
も
つ
屋

敷
に
は
長
さ
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
ブ
ロ
ッ
ク
製
の
大
型
ヒ

ン
プ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　

山
入
端
集
落
も
名
護
湾
に
面
し
た
低
地
に
碁
盤
目
状
に
形
成
さ
れ
た
集
落
で

あ
る
。
昭
和
五
九
年
に
北
部
工
業
高
校
の
建
築
科
の
生
徒
に
よ
っ
て
調
査
が
行

な
わ
れ
た
。
当
時
、
世
帯
数
八
四
、
人
口
二
七
六
で
、
嘉
陽
集
落
に
似
た
景
観

を
も
つ
。
当
時
一
二
例
の
ヒ
ン
プ
ン
が
報
告
さ
れ
て
い
る（

13
）が

、
今
回
、
一
〇
例

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
う
ち
六
例
が
生
垣
、
四
例
が
ブ
ロ
ッ
ク
製

で
あ
る
。「
正
仁
屋
」の
屋
号
を
も
つ
屋
敷
に
は
竜
の
浮
き
彫
り
を
し
た
ブ
ロ
ッ

ク
製
の
ヒ
ン
プ
ン
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
装
飾
的
な
要
素
が
強
調
さ
れ
て
い

る
。
状
況
か
ら
判
断
し
て
近
年
の
設
置
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
は
名
護
市
域
の
事
例
で
あ
る
が
、
沖
縄
本
島
に
お
い
て
は
か
つ
て
ほ
と

写真11　廃屋に残るコンクリート製のヒンプン
　　　　（山入端集落）

写真12　このように整備されたヒンプンは少ない
　　　　（山入端集落）



二
〇

ん
ど
の
屋
敷
に
ヒ
ン
プ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
た（

14
）。

嘉
陽
集
落
で
の
調
査
に
よ
る

と
竹
製
の
ヒ
ン
プ
ン
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
や
が
て
数
久
田
集
落

や
山
入
端
集
落
で
み
た
よ
う
に
ブ
ロ
ッ
ク
製
の
ヒ
ン
プ
ン
が
増
加
し
た
。
そ
の

時
期
は
ブ
ロ
ッ
ク
が
建
築
資
材
と
し
て
普
及
し
た
昭
和
三
〇
年
代
と
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
二
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
は
生
垣
の
ヒ
ン
プ
ン
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
ヒ
ン
プ
ン
に
関
わ
る
状
況
は
小
浜
島
と
共
通
す
る
。
し
か

し
、
ヒ
ン
プ
ン
の
分
布
は
半
世
紀
の
間
に
減
少
し
、
文
化
と
し
て
の
ヒ
ン
プ
ン

は
か
な
り
衰
退
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

三　

ヒ
ン
プ
ン
の
機
能
と
残
存
し
た
背
景

　

ヒ
ン
プ
ン
の
機
能
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
目
隠
し
と
悪
霊
を
避
け
る
た
め
と

説
明
さ
れ
て
い
る
。
小
浜
島
で
の
聞
き
書
き
調
査
で
は
、
目
隠
し
を
重
要
な
機

能
と
し
て
あ
げ
る
人
が
多
い
。
実
際
に
集
落
内
の
道
を
歩
い
て
確
認
し
て
も
、

室
内
の
様
子
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
三
、
四
メ
ー
ト
ル
程
度
の
長
さ
の
ヒ

ン
プ
ン
で
は
、
一
番
座
の
一
部
が
視
野
に
入
る
事
例
も
あ
る
が
、
家
族
が
く
つ

ろ
ぐ
二
番
座
は
完
全
に
遮
断
さ
れ
る
。
長
さ
が
六
メ
ー
ト
ル
を
超
す
規
模
の
ヒ

ン
プ
ン
で
は
、
門
か
ら
の
距
離
に
も
よ
る
が
主
屋
の
す
べ
て
の
部
屋
が
完
全
に

遮
断
さ
れ
る
。
ま
た
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
は
屋
内
の
立
っ
た
人
物
を
、
一
・

八
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
は
主
屋
の
屋
根
か
ら
下
の
部
分
を
視
野
か
ら
遮
断
す
る
。

さ
て
福
島
俊
介
が
、
ヒ
ン
プ
ン
は
目
隠
し
で
あ
り
な
が
ら
外
の
気
配
ま
で
完
全

に
遮
断
す
る
設
備
で
は
な
い
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る（

15
）。

道
を
歩
く
人

の
話
し
声
や
会
話
か
ら
客
の
来
訪
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
必
要
な
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

台
風
が
し
ば
し
ば
来
襲
す
る
た
め
南
西
地
方
の
住
ま
い
は
、
屋
敷
の
周
囲
に

石
垣
を
築
い
た
り
福
木
な
ど
の
植
樹
を
し
て
風
雨
か
ら
守
る
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
。
石
や
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
上
げ
た
ヒ
ン
プ
ン
も
同
様
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
し
か
し
か
つ
て
は
竹
製
の
ヒ
ン
プ
ン
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、

風
雨
と
く
に
風
を
完
全
に
遮
断
す
る
た
め
の
装
置
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

小
浜
島
で
は
台
風
の
来
襲
時
に
は
厚
さ
約
三
〇
セ
ン
チ
の
茅
の
束
を
壁
の
よ
う

に
並
べ
て
竹
の
ヒ
ン
プ
ン
に
挟
み
込
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
茅
の
束
は
、
ふ
だ
ん

は
し
ま
っ
て
お
く
。
竹
の
ヒ
ン
プ
ン
に
隙
間
を
空
け
て
少
し
風
を
通
し
、
住
ま

い
を
湿
気
か
ら
守
る
工
夫
も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
も
曖
昧
な
遮
断
を
選

択
す
る
考
え
方
が
垣
間
み
ら
れ
る
。

　

一
方
、
集
落
内
の
各
所
に
石
敢
當
が
設
け
ら
れ
悪
霊
に
対
す
る
意
識
は
高
い

と
思
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヒ
ン
プ
ン
が
悪
霊
を
避
け
る
装
置
と
い
う
意

識
は
乏
し
い
。
か
つ
て
一
般
的
に
み
ら
れ
た
竹
を
材
料
に
し
た
ヒ
ン
プ
ン
に
、

そ
の
機
能
を
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
玄
関
の
鴨
居
の
上
や
ヒ
ン
プ

ン
に
ス
イ
ジ
貝
を
取
り
付
け
て
い
る
事
例
も
あ
っ
た
。
ス
イ
ジ
貝
は
そ
の
形
態

か
ら
魔
よ
け
の
呪
具
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
統
的
な
習
俗
で
は
な
く

単
な
る
装
飾
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
モ
ノ
と
し
て
の
ヒ
ン
プ
ン
か
ら
判

断
す
る
と
、
目
隠
し
の
機
能
は
妥
当
と
し
て
も
風
除
け
や
魔
よ
け
は
ヒ
ン
プ
ン

の
主
た
る
機
能
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ヒ
ン
プ
ン
が
減
少
・
消
滅
し
つ
つ
あ
る
状
況
の
中
で
、
残
存
さ
ら
に
は
増
加

の
傾
向
に
あ
る
小
浜
島
の
事
例
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う



住
ま
い
の
変
容
と
伝
統
儀
礼

二
一

か
。
一
般
的
に
は
ヒ
ン
プ
ン
が
消
滅
し
て
い
く
理
由
に
つ
い
て
、
道
路
の
拡
幅

に
よ
っ
て
庭
が
狭
小
化
し
た
り
、
住
ま
い
の
増
改
築
の
際
に
邪
魔
に
な
っ
た
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る（

16
）。

ま
た
玄
関
の
設
置
に
と
も
な
い
、
門
か
ら
住
ま

い
に
入
る
ま
で
客
や
家
族
の
動
線
が
一
つ
に
固
定
し
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
と

し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
一
番
座
や
二
番
座
に
庭
か
ら
直
接
入
っ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
集
落
で
も
、
沖
縄
地
域
と
同
様
三
番
座
に
玄
関
を
付
設

す
る
事
例
が
増
え
て
き
た
。
し
か
し
ヒ
ン
プ
ン
は
材
料
や
形
態
は
変
容
し
た

が
、
私
は
年
中
行
事
や
通
過
儀
礼
な
ど
伝
統
的
な
文
化
の
中
で
重
要
な
機
能
を

果
た
し
て
き
た
た
め
残
存
し
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
検
証

し
て
み
よ
う
。

　

小
浜
島
で
は
、
日
常
の
出
入
り
に
は
男
女
と
も
門
か
ら
み
て
ヒ
ン
プ
ン
の
左

側
を
通
る
。
南
面
す
る
住
ま
い
が
多
い
の
で
西
側
に
当
た
る
。
と
く
に
女
性
が

右
側
を
通
る
こ
と
は
な
い
。
一
番
座
に
迎
え
る
重
要
な
客
の
み
が
右
側
を
通

る
。
と
こ
ろ
が
年
中
行
事
や
通
過
儀
礼
な
ど
の
際
に
動
線
を
明
確
に
す
る
装
置

と
し
て
重
要
な
機
能
を
発
揮
す
る
。

　

旧
暦
の
六
月
に
三
日
間
、
小
浜
島
で
は
豊
年
祭
り
が
行
な
わ
れ
る
。
二
日
目

の
夕
方
、
神
聖
な
神
ア
カ
マ
タ
と
ク
ロ
マ
タ
が
各
家
を
訪
れ
る
。
そ
の
際
に

神
々
は
必
ず
ヒ
ン
プ
ン
の
右
側
か
ら
庭
に
入
る
。
神
々
を
迎
え
る
着
物
姿
の
男

性
た
ち
も
必
ず
ヒ
ン
プ
ン
の
右
側
か
ら
入
り
、
一
番
座
に
座
っ
て
待
つ
。
神
々

は
無
病
息
災
と
豊
年
の
祈
願
の
踊
り
を
し
て
、
再
び
ヒ
ン
プ
ン
の
右
側
を
通
っ

て
帰
っ
て
い
く
。

　

同
様
の
動
き
を
す
る
儀
礼
が
盆
に
も
み
ら
れ
る
。
旧
暦
七
月
一
三
日
か
ら
一

ユコマ

アサイ

ホリヤ

三番座

カメ
火の神

ユコマ

ナカマイ カンドネ

仏壇 床の間

シラ

シラ

棺

井戸

ヒンプン

クサマ

アカマタ・クロマタ
ニムチャニンズ
アンガマ

図 2　小浜島の住まいの概念図



二
二

六
日
ま
で
の
間
に
ニ
ム
チ
ャ
ニ
ン
ズ
と
呼
ば
れ
る
男
性
の
集
団
が
各
家
を
訪
れ

て
盆
踊
り
を
奉
納
す
る（

17
）。

彼
ら
が
屋
敷
に
入
る
際
は
必
ず
ヒ
ン
プ
ン
の
右
側
を

通
っ
て
庭
に
入
る
。
庭
の
中
央
に
敷
か
れ
た
二
枚
の
莚
に
楽
器
を
演
奏
す
る
人

た
ち
が
座
り
、
歌
と
演
奏
に
合
わ
せ
て
そ
の
周
り
を
ニ
ム
チ
ャ
ニ
ン
ズ
は
左
回

り
に
踊
り
な
が
ら
ま
わ
る
。
そ
し
て
ヒ
ン
プ
ン
の
右
側
を
通
っ
て
次
の
家
に
向

か
う
。
盆
の
二
日
目
に
は
祖
先
の
霊
が
具
体
的
な
姿
を
現
し
た
と
さ
れ
る
ア
ン

ガ
マ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
住
ま
い
を
訪
れ
る
が
、
や
は
り
ヒ
ン
プ
ン
の
右
側
を
通
行

す
る
。
な
お
Ｋ
氏
宅
で
は
盆
や
豊
年
祭
り
の
際
に
ニ
ワ
を
広
く
使
用
す
る
た

め
、
日
常
の
出
入
り
は
不
便
で
も
ヒ
ン
プ
ン
を
門
に
近
い
位
置
に
設
置
し
た
と

い
う
。
当
家
で
は
門
と
ヒ
ン
プ
ン
の
距
離
は
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
で
、
大
き
な

荷
物
を
持
っ
て
出
入
り
す
る
際
は
や
や
不
便
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
当
地
で
は

二
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
置
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
事
例
が
多

い
。

　

通
過
儀
礼
に
お
い
て
も
同
様
で
、
祝
儀
の
際
は
基
本
的
に
ヒ
ン
プ
ン
の
右
側

を
使
用
し
て
出
入
り
す
る
。
た
と
え
ば
前
述
の
よ
う
に
女
性
は
常
に
ヒ
ン
プ
ン

の
左
側
を
通
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
婚
礼
の
と
き
は
例
外
で
、
新
婦
も
親
戚

の
一
行
と
と
も
に
右
側
を
通
っ
て
一
番
座
に
入
る
。
ま
た
葬
儀
の
と
き
、
棺
は

仏
壇
が
あ
る
二
番
座
に
北
枕
で
安
置
さ
れ
る
。
そ
し
て
出
棺
の
際
は
必
ず
右
側

を
通
る
。

　

こ
の
よ
う
に
小
浜
島
で
は
、
日
常
と
非
日
常
の
暮
ら
し
を
厳
密
に
区
別
す
る

意
識
が
強
い
。
と
く
に
非
日
常
時
の
住
居
空
間
に
明
確
な
秩
序
が
顕
在
化
し
、

そ
れ
に
従
っ
た
行
動
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
視
覚
的
に
明
確
な
基
準
を
与

え
る
装
置
が
ヒ
ン
プ
ン
で
あ
る
。
庭
に
芝
生
を
植
え
て
い
る
家
で
は
、
日
常
の

通
路
に
な
る
ヒ
ン
プ
ン
の
左
側
に
は
芝
を
植
え
ず
に
土
の
通
路
に
し
て
い
る
事

例
も
あ
る
。

　

日
常
の
生
活
で
は
、
ヒ
ン
プ
ン
の
存
在
は
見
慣
れ
た
景
観
で
あ
り
、
と
く
に

意
識
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
し
か
し
非
日
常
の
日
に
、
ヒ
ン
プ
ン
は
そ
の
存

在
感
が
意
識
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
住
ま
い
が
集
落
空
間
と
関
わ
る
儀
礼
の
際
に

重
要
な
秩
序
を
創
出
す
る
機
能
で
あ
る
。
近
年
登
場
し
た
、
移
動
が
簡
易
な
板

製
の
ヒ
ン
プ
ン
も
同
様
の
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
当
地
で
ヒ
ン
プ
ン
が
必
要
と

さ
れ
る
背
景
に
は
、
今
な
お
伝
統
的
な
儀
礼
が
価
値
を
も
ち
続
け
て
い
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。
そ
の
機
能
が
最
も
強
く
意
識
さ
れ
る
の
は
豊
年
祭
り
で
あ
る
。

　

ヒ
ン
プ
ン
が
消
滅
し
つ
つ
あ
る
沖
縄
の
名
護
市
嘉
陽
集
落
で
は
、
日
常
、
非

日
常
を
問
わ
ず
、
必
ず
ヒ
ン
プ
ン
の
左
側
を
通
っ
て
住
ま
い
に
出
入
り
し
た
と

い
う
。
葬
儀
の
際
に
出
棺
す
る
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。
当
地
で
は
か
つ
て
葬

儀
の
際
に
遺
族
の
女
性
は
「
天
の
神
」
に
失
礼
で
あ
る
と
し
て
、
芭
蕉
布
で
顔

を
隠
し
て
参
加
し
た
。
厳
重
な
禁
忌
が
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
常
通

り
ヒ
ン
プ
ン
の
左
側
を
通
行
し
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ン
プ
ン
と
主
屋
の
間
の
空
間

を
ミ
ャ
ー
と
呼
ん
で
お
り（

18
）、

こ
れ
は
「
宮
」
す
な
わ
ち
祭
祀
儀
礼
の
場
で
あ
る

こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（

19
）。

ま
た
前
出
の
知
念
政
光
氏
は
、
ヒ
ン
プ

ン
の
右
側
を
「
神
の
道
」
と
い
う
伝
承
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
情
報
は
当
地
に
お
い
て
も
ヒ
ン
プ
ン
が
、
か
つ
て
は
住
ま
い
へ
の
出
入
り
の

動
線
を
決
定
す
る
重
要
な
装
置
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る（

20
）。

現
在
こ
の
機

能
が
住
民
に
意
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
小
浜
島
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
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る
。

　

一
方
、
小
浜
島
で
ヒ
ン
プ
ン
の
材
料
や
形
態
が
多
様
化
し
増
加
し
て
い
る
点

に
注
目
す
る
と
、
別
の
背
景
も
み
え
て
く
る
。
二
〇
〇
一
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の

ド
ラ
マ
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
」
が
放
送
さ
れ
て
以
来
、
小
浜
島
に
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
島
の
南
東
部
に
は
大
規
模
な
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
も
建

設
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
装
飾
的
な
要
素
を
加
味
し
た
ヒ
ン
プ
ン
が
登
場
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
含
め
て
検
討
す
る
と
、
観
光
客
の
目
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
た
住
民
側
の
変
化
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
一
〇
年
間
の
ヒ
ン

プ
ン
の
変
容
に
つ
い
て
は
、
観
光
化
も
背
景
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

四　

住
ま
い
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
空
間
の
秩
序

　

ヒ
ン
プ
ン
が
今
な
お
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
小
浜
島
で
は
、
住
ま
い

と
そ
れ
を
取
り
巻
く
空
間
に
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
認
識
が
も
た
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
小
浜
島
の
住
ま
い
の
概
念
図
を
も
と
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
琉
球
文
化
圏
で
は
東
方
と
南
方
を
優
位
と

す
る
観
念
が
伝
統
的
に
存
在（

21
）し

て
お
り
、
住
ま
い
の
間
取
り
な
ど
に
影
響
を
与

え
て
い
る
。
ま
ず
屋
内
か
ら
み
て
み
よ
う
。
主
屋
で
は
オ
モ
テ
と
ウ
ラ
が
明
確

に
意
識
さ
れ
て
い
る
。
表
側
は
東
側
か
ら
カ
ン
ド
ネ
と
よ
ば
れ
る
一
番
座
、
ナ

カ
マ
イ
と
呼
ば
れ
る
二
番
座
、
三
番
座
、
裏
側
は
一
番
座
の
裏
が
ク
サ
マ
、
二

番
座
と
三
番
座
の
裏
が
ユ
コ
マ
と
呼
ば
れ
る
。
一
番
座
に
は
床
の
間
が
作
ら

れ
、
儀
礼
の
場
と
客
間
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
二
番
座
に
は
仏
壇
が
安
置
さ

れ
、
通
常
の
客
と
の
応
対
や
家
族
の
居
間
に
当
て
ら
れ
る
。
三
番
座
は
食
事
の

場
で
あ
る
。
ク
サ
マ
は
ワ
カ
モ
ノ
の
寝
室
、
ユ
コ
マ
は
老
人
の
寝
室
と
し
て
使

用
さ
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
家
は
東
方
に
一
番
座
を
設
定
す
る
が
、
地
形
や
道
路

と
の
関
係
で
西
方
を
一
番
座
に
す
る
家
も
あ
る
。

　

住
ま
い
で
冠
婚
葬
祭
の
儀
礼
が
行
な
わ
れ
る
と
き
は
、
一
番
座
で
あ
る
カ
ン

ド
ネ
の
東
側
か
ら
序
列
の
高
い
客
が
座
る
。
当
地
で
は
年
齢
の
高
い
も
の
が
上

位
と
さ
れ
る
の
で
、
実
際
に
は
年
齢
順
に
座
る
こ
と
に
な
る
。
住
ま
い
に
祀
ら

れ
て
い
る
神
も
同
様
で
、
最
上
位
は
一
番
座
の
床
の
神
、
次
が
ナ
カ
マ
イ
の
仏

壇
に
祀
ら
れ
る
祖
先
神
、
三
番
座
の
火
の
神
と
す
る
序
列
が
確
認
で
き
る
。
供

物
は
こ
の
順
に
供
え
ら
れ
る
。
な
お
床
の
間
に
は
一
般
的
に
は
香
炉
が
置
か

れ
、
福
禄
寿
の
掛
け
軸
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
福
禄
寿
は
ミ
ル
ク
（
弥
勒
）
の

神
で
、
家
族
の
健
康
を
守
る
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
床
の
神
を
水
神
と
す

る
伝
承
者
も
あ
っ
た
。

　

次
に
屋
外
に
目
を
向
け
た
い
。
ヒ
ン
プ
ン
は
前
述
の
よ
う
に
ナ
カ
マ
イ
の
前

に
設
置
さ
れ
る
。
か
つ
て
は
稲
穂
を
積
み
上
げ
た
シ
ラ
が
主
屋
の
裏
側
の
東
寄

り
に
作
ら
れ
た
。
主
屋
の
前
に
作
る
家
も
あ
っ
た
と
い
う
。
シ
ラ
は
地
面
に
石

を
置
き
、
そ
の
上
に
稲
穂
を
茅
で
包
ん
で
、
茅
の
屋
根
で
覆
う
。
食
べ
る
分
だ

け
稲
穂
の
束
を
抜
い
て
、
脱
穀
・
精
白
を
す
る
。
稲
穂
は
硬
く
積
ま
れ
て
い
る

の
で
鼠
が
侵
入
す
る
こ
と
は
な
い
。
な
お
、
稲
穂
三
〇
束
を
一
〇
〇
積
み
上
げ

た
も
の
を
一
カ
ラ
シ
ラ
と
呼
び
、
そ
の
数
の
多
さ
が
財
産
の
目
安
に
な
っ
た
と

い
う
。
主
屋
の
西
に
造
ら
れ
る
ア
サ
イ
は
本
来
炊
事
場
で
、
竈
が
築
か
れ
て
い

た
。
暖
か
い
部
屋
な
の
で
冬
季
は
火
の
番
を
兼
ね
た
老
人
部
屋
に
な
っ
た
。
ア

サ
イ
が
残
存
し
て
い
る
の
は
二
軒
だ
け
で
、
多
く
の
家
で
は
炊
事
場
の
機
能
を



二
四

主
屋
の
三
番
座
に
移
し
て
い
る
。
残
存
し
て
い
る
事
例
で
も
、
現
在
は
物
置
に

な
っ
て
い
る
。
ア
サ
イ
の
前
に
井
戸
を
掘
っ
て
い
る
家
も
あ
る
。
地
下
水
が
豊

富
な
当
地
で
は
井
戸
を
掘
り
、
飲
料
水
や
生
活
用
水
に
当
て
て
い
る
。
井
戸
の

位
置
は
南
東
に
当
た
り
、
風
水
思
想
が
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
主
屋

の
北
西
に
は
ホ
リ
ヤ
と
呼
ば
れ
る
便
所
が
あ
っ
た
。
こ
の
位
置
に
便
所
が
残
る

事
例
は
多
い
。
奄
美
や
沖
縄
地
域
に
み
ら
れ
る
高
倉
が
当
地
に
造
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
集
落
空
間
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
。
屋
敷
は
石
垣
の
塀
と
福
木
で

囲
ま
れ
て
お
り
、
独
立
し
た
空
間
と
い
え
る
。
辻
に
面
し
た
と
こ
ろ
に
は
石
敢

當
が
築
か
れ
て
い
る
。
集
落
内
は
網
目
状
の
道
路
が
走
っ
て
い
る
。
豊
年
祭
り

の
際
、
ア
カ
マ
タ
・
ク
ロ
マ
タ
の
神
は
、
集
落
の
東
方
か
ら
訪
れ
、
必
ず
道
路

を
西
に
向
か
っ
て
歩
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
住
ま
い
を
訪
れ
る
。
な
お
集
落
の
北
東

に
は
ひ
と
き
わ
目
立
つ
樹
叢
が
あ
り
、
そ
の
中
に
聖
地
カ
ブ
ニ
ワ
ン
御
嶽
が
あ

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
住
ま
い
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
空
間
で
は
、
常
に
東
側
が
上
位

と
意
識
さ
れ
る
。
と
く
に
ハ
レ
の
日
に
そ
の
秩
序
が
明
確
に
意
識
さ
れ
、
ヒ
ン

プ
ン
の
設
置
は
こ
の
秩
序
と
連
動
し
て
い
る
と
い
え
る
。
琉
球
文
化
圏
の
住
ま

い
に
共
通
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
ヒ
ン
プ
ン
に
つ
い
て
、
変
容
を
視
点
に
検
討

写真13　住居空間におけるヒンプンの位置
　　　　（小浜集落）

写真14　豊年祭に参加する人はクバの扇を
　　　　持つことが求められる（小浜集落）
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す
る
と
八
重
山
地
方
の
文
化
的
特
性
が
み
え
て
く
る
。
日
常
と
非
日
常
の
強
い

差
異
化
と
伝
統
儀
礼
に
対
す
る
保
守
性
で
あ
る
。

五　

住
ま
い
と
集
落
景
観
の
変
容

　

本
稿
で
取
り
あ
げ
た
ヒ
ン
プ
ン
は
、
外
来
者
に
は
台
風
の
来
襲
時
に
お
け
る

防
御
と
屋
内
で
の
私
的
な
生
活
を
隠
す
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
機
能
を
予
測
さ

せ
る
。
し
か
し
住
民
の
目
で
集
落
の
中
で
形
成
さ
れ
て
い
る
方
位
観
と
伝
統
的

な
儀
礼
と
の
関
わ
り
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
別
の
重
要
な
機
能
が
み
え

て
く
る
。
住
居
空
間
の
秩
序
の
基
準
と
い
う
機
能
で
あ
る
。
豊
年
祭
り
に
代
表

さ
れ
る
伝
統
的
な
文
化
が
価
値
を
も
ち
続
け
て
い
る
小
浜
集
落
で
は
、
変
容
し

な
が
ら
も
ヒ
ン
プ
ン
が
残
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ヒ
ン
プ
ン
が
残
存
す
る
こ
と
で
琉
球
地
方
の
独
自
の
景
観
が
残
存
す
る
こ
と

に
も
な
る
。
た
だ
し
材
料
が
変
容
し
た
今
、
か
つ
て
の
景
観
が
そ
の
ま
ま
み
ら

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
の
集
落
内
の
景
観
は
舗
装
さ
れ
た
道
路
の
両
側
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塀
が
続
き
、
住
ま
い
の
入
り
口
に
は
石
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
の
ヒ
ン
プ
ン
が
設
け
ら
れ
て
視
界
を
さ
え
ぎ
る
と
い
う
比
較
的
重
厚
な

印
象
を
与
え
る
。
ま
た
赤
瓦
を
葺
い
た
屋
根
に
は
シ
ー
サ
ー
が
取
り
付
け
ら
れ

て
お
り
、
芝
生
の
緑
も
加
わ
っ
て
カ
ラ
フ
ル
な
印
象
を
与
え
る
。
し
か
し
半
世

紀
前
ま
で
は
土
の
道
路
に
曲
線
の
サ
ン
ゴ
石
の
塀
が
続
き
、
塀
の
切
れ
た
門
の

奥
に
は
竹
で
作
っ
た
ヒ
ン
プ
ン
が
み
え
る
と
い
う
、
明
る
く
開
放
的
な
景
観
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
切
り
石
や
土
で
作
っ
た
重
厚
な
ヒ
ン
プ
ン
は
一
部
の
住

ま
い
だ
け
で
あ
っ
た
。
屋
根
は
ほ
と
ん
ど
茅
葺
で
、
当
然
シ
ー
サ
ー
が
取
り
付

け
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
芝
生
を
植
え
て
い
る
住
ま
い
も
な
か
っ
た
と
い
う
。

伝
統
的
な
景
観
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
集
落
や
住
ま
い
の
あ
り
方
も
、
歴
史
的
に

変
容
を
検
証
す
る
と
か
な
り
違
っ
た
も
の
に
な
る
。

　

竹
富
島
は
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
を
受
け
て
、
景
観
も
含

め
た
凍
結
保
存
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
小
浜
島
の
場
合
は
暮
ら
し
や
伝
統
文
化

に
対
す
る
住
民
の
価
値
観
の
変
容
に
任
せ
て
、
ゆ
る
や
か
な
保
存
措
置
を
と
る

選
択
肢
も
あ
ろ
う
。

　

本
研
究
は
、
平
成
二
二
〜
二
三
年
度
関
西
大
学
学
術
研
究
助
成
基
金

（
共
同
研
究
）
に
お
い
て
、
研
究
課
題
「
八
重
山
地
方
の
文
化
的
特
性

に
関
す
る
研
究
」
と
し
て
研
究
費
を
受
け
た
も
の
の
成
果
と
し
て
公
表

す
る
も
の
で
あ
る
。

（
1
）　

森
隆
男
「
沖
縄
の
住
ま
い
と
暮
ら
し
」『
民
俗
建
築
』
第
一
二
八
号　

日
本
民

俗
建
築
学
会　

二
〇
〇
五

（
2
）　

坂
本
磐
雄
『
沖
縄
の
集
落
景
観
』
一
五
八
頁　

九
州
大
学
出
版
会　

一
九
八
九

（
3
）　
『
沖
縄
大
百
科
事
典
』「
ヒ
ン
プ
ン
」
の
項
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社　

一
九
八
三

（
4
）　

黒
島
精
耕
『
小
浜
島
の
歴
史
と
文
化
』　

九
一
頁　

二
〇
〇
〇

（
5
）　

髙
橋
誠
一
『
琉
球
の
都
市
と
村
落
』
二
五
五
〜
二
五
八
頁　

関
西
大
学
出
版
部　

二
〇
〇
三

（
6
）　

一
九
九
〇
年
代
の
調
査
で
は
空
き
家
率
が
二
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
っ
て

い
た
と
い
う
（
武
者
英
二
・
永
瀬
克
己
「
八
重
山
地
方
の
建
築
的
遺
構
と
民
家
・

集
落
」
法
政
大
学
沖
縄
研
究
所
・
沖
縄
八
重
山
調
査
委
員
会
『
沖
縄
八
重
山
の
研

究
』
三
九
〇
頁　

相
模
書
房　

二
〇
〇
〇
）



二
六

（
7
）　

前
掲
②
一
五
八
頁

（
8
）　

前
掲
②
一
五
七
頁

（
9
）　
『
名
護
市
史　

本
編
・
一
一　

わ
が
ま
ち
・
わ
が
む
ら
』　

名
護
市
役
所　

一
九

八
八

（
10
）　
『
名
護
市
史　

本
編
・
九　

民
俗
Ⅲ　

民
俗
地
図
』　

二
五
三
〜
二
六
〇
頁　

名

護
市
役
所　

二
〇
〇
三

（
11
）　

前
掲
⑨　

七
一
八
〜
七
一
九
頁

（
12
）　

前
掲
⑨　

一
五
八
〜
一
六
〇
頁

（
13
）　

前
掲
⑨　

三
二
二
〜
三
二
四
頁

（
14
）　

ヒ
ン
プ
ン
は
奄
美
群
島
の
全
域
に
も
み
ら
れ
た
が
、
上
層
階
級
の
住
ま
い
に
限

定
さ
れ
て
い
た
（
窪
徳
忠
「
奄
美
群
島
に
お
け
る
中
国
的
習
俗
」『
南
島
史
学
』

第
一
四
号　

一
九
七
九

（
15
）　

福
島
駿
介
『
琉
球
の
住
ま
い
―
光
と
影
の
か
た
ち
―
』
六
四
頁　

丸
善　

一
九

九
三

（
16
）　

前
掲
②
一
五
八
頁

（
17
）　

前
掲
④　

九
一
頁

（
18
）　
『
名
護
市
史　

本
編
・
九　

民
俗
Ⅰ
・
Ⅱ
』　

三
五
九
頁　

名
護
市
役
所　

二
〇

〇
一

（
19
）　

仲
松
弥
秀
は
ミ
ャ
ー
と
テ
ラ
の
起
源
を
墓
と
し
、
さ
ら
に
神
の
座
と
解
釈
し
て

い
る
（
仲
松
弥
秀
「
テ
ラ
と
ミ
ャ
ー
」『
沖
縄
文
化
』
二
二
号　

一
九
六
六

（
20
）　

私
が
昭
和
五
七
年
に
沖
縄
県
国
頭
村
安
波
を
訪
れ
た
際
は
、
当
時
多
く
の
ヒ
ン

プ
ン
が
残
存
し
て
い
た
。
男
性
客
や
そ
の
家
の
主
人
は
ヒ
ン
プ
ン
の
右
側
を
、
女

性
客
や
そ
の
他
の
家
族
は
左
側
を
通
っ
て
主
屋
に
向
か
う
。
出
棺
も
左
側
を
通
行

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
森
隆
男
『
住
居
空
間
の
祭
祀
と
儀
礼
』
一
四
〇
頁　

岩
田
書
院　

一
九
九
六
）。

（
21
）　

馬
淵
東
一
「
南
方
の
世
界
観
を
め
ぐ
っ
て
」『
馬
淵
東
一
著
作
集
』
補
巻　

社

会
思
想
社　

一
九
八
八



住
ま
い
の
変
容
と
伝
統
儀
礼

二
七

Transfi guration of Accommodation and Traditional Rituals

̶Mainly about Hinpun in Obama Island of Okinawa

MORI Takao

 Traditional accommodations have rapidly disappeared amongst the South West 

Archipelago.  Hinpun, which is one of the characteristics for the accommodation 

amongst the South West Archipelago and is placed behind the gate as a charm as 

well as a blindfold for the house, is one of such items facing to decline and 

disappearance.  Such tendency is not only observed amongst Okinawa region but 

also remarked amongst Miyako region.  Amongst the isles of Yaeyama region, 

however, the tradition of Hinpun still remains strongly.  For instance, within 

Obama Island where the author explored this time, even accommodations of recent 

construction have Hinpun.  One of the reasons could be that Hinpun in this 

particular island still works as an important utility for people’s basic movements 

within traditional rituals such as festivals for the good harvest or Bon, funeral and 

etc.  East is always considered superior direction when it comes to accommodation 

and space surrounding it.  Especially on the day of Hare, the special day, such 

order is clearly aware of and the establishment of Hinpun is apparently linked with 

this methodical order.  The survey on Hinpun which has been commonly placed 

for accommodations in the regions under Ryūkyū culture from the point of view of 

transfi guration would show us the cultural characteristics of Yaeyama region.  It is 

the strong differentiation between daily and not-daily phenomena as well as the 

conservatism for the traditional rituals. 


